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令和４年度 第２回 子ども・子育て未来会議 会議録（要旨） 

 

【日  時】 令和５年（2023 年）２月 20日（月）午後１時 30 分から 

 

【出席委員】 徳永委員、川上委員、松浦委員、吉坂委員、白鳥委員、平松委員、北委員、川邊委員、

菅沼委員、奥村委員、大黒委員、中村委員、山中委員、古谷委員 

 

【欠席委員】 池村委員、田中委員、垣山委員、眞野委員 

 

【事 務 局】 橋本健康福祉部長、井上教育部長、中村子ども家庭局長、 

谷幼児施設課長、福山幼児施設課参事、山本参事、松山主幹、村惠主幹 

 

【事  項】 

１． 開会 

あいさつ 

２．議事 

１）令和５年度保育園等の入園見込みについて 

２）令和５年度学童保育所の入所見込みについて 

３）第２期子ども・子育て支援事業計画の中間見直し（案）について 

３．閉会 

 

【議 事 録】 

１．開会  

・健康福祉部長挨拶 

 ・会長挨拶 

  ・会議の成立  

  委員 18 名中 14名の出席により定足数を満たしているため、会議が成立することを報告 

 

２．議事 

１）令和５年度保育園等の入園見込みについて 

事務局    資料１により説明 

委 員    保留児で、希望園以外にも入所可能な園を紹介したが、空きがでるまで待つと言われ

ているとのことだが、待てるということは、保育の必要が無い方なのか。 

事務局    紹介した園が職場から逆方向などで、通勤時間を考慮され育休延長をされる方が多

い。 

委 員    菩提寺の方に保留児が多いのは、そちらに園が少ないということなのか。 

事務局    立地的に他方面の園に送迎しづらい実態があるかと思われる。甲西中学校区も利用希

望者数が多い学区だが、保留児が少ないのは他の学区の園に入所してもらえていると
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いう実態がある。 

委 員    保健師として園に関する相談もある。希望園に入れず一時預かりも一杯ということも

あると。 

委 員    一時預かりもニーズが高いのか。 

事務局    一般型の一時預かりは基本的に待機児童が出ているときは、ニーズが高い傾向にあ

る。近年待機児童は落ち着いており、一般型の一時預かりの実績値をみる限りでは、

同様の傾向である。 

 

２）令和５年度学童保育所の入所見込みについて 

事務局 資料２により説明 

委 員    学童保育所は長期休暇中も同じ時間帯で実施しているのか。 

事務局    朝から夕方まで開所している。 

委 員    学童保育所の定員は問題ないのか。 

事務局    一人当たりの面積や支援の単位という集団の規模あたりの人数の基準があるのだが、

学童保育所によりひっ迫した状態のところもあるが、現状では何とか体制を整えてい

る状況である。 

 

３）第２期子ども・子育て支援事業計画の中間見直し（案）について 

事務局 資料３－１（P１～５）・資料３－２により説明 

委 員    甲西中学校区と石部中学校区の１号認定児が計画値より大きく増えている理由は。 

事務局 計画値が小さく出ていたのかもしれないが、公立園を民営化し、新２号という制度が

始まった影響もあるかもしれない。 

委 員    満３歳で１号認定となる制度を聞いたがどのようなものか。 

事務局    現在、満３歳児で 1号認定児を受け入れている園は、菩提寺優愛保育園モンチと、阿

星あかつき保育園の幼保連携型認定こども園の２園。３号認定の園児は、満３歳の時

点で希望される方は１号認定に変更可能で、満３歳の１号認定児は幼稚園や認定こど

も園短時部の保育料が無償化の対象になるが、預かり保育料を負担してもらうことと

なる。 

会 長    児童数の推計と幼児期の教育・保育の量の見込みと提供体制については、本案どおり

に中間見直しを進めてもらうこととする。 

 

事務局 資料３－１（P６～10）・資料３－２により説明 

委 員    三雲小学校区がかなり増える計画だがそれに対する整備の計画はどう考えているの

か。 

事務局    来年度当初予算において計画をしている。議会前ということもあり詳細は差し控えた

い。 

委 員    学童の指導員も多く必要になると思うが指導員の確保についての予算などはどういう

状況か。 
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事務局    近年指導員の処遇改善に関する予算が拡充傾向である。市においても、国の補助メニ

ューを十分に活用し予算化しており、実際活用してもらっている。 

委 員    幼稚園の一時預かりの数値の単位がわからない。倍くらいに見直しをするようだが、就

学後の学童保育所への影響は大丈夫か。 

事務局    単位は延べ利用者数。当初の計画値に比べ大きく増えているが、今回実績に応じた見直

しを行うものであり、児童数の推計からも、この事業が今後大幅に増える見込みとはし

ていない。 

委 員    感想にはなるが、数値の見直しをする理由はわかったのだが、個々の事業の進捗などそ

のあたりも話せる時間が欲しかった。 

会 長 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制については、本案どおりに中間

見直しを進めてもらうこととする。 

 

３．閉会 

事務局 閉会挨拶 

【午後３時 00分終了】 


